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1  1ま  し め に

高度機械化体系の中心になると考えられる高能率で汎用

性の高い汎用型コンバインの刈取能力,これに対応した汎

用性の高い貯留式乾燥機の性能を標準体系と比較検討する。

更に,刈取と乾燥の兼ね合いを考慮した収穫体系のシミュ

レーションを昭和63年度の天候条件下で実施した。

2試 験 方 法

0)刈取時期 : 昭和63年  10月 12日 (自脱型)
10月 13日 (汎用型)

(21 供試機械 : 汎用型コンパイン KttAX-60
自脱型コンパインIttHL3800(グ レインタンク式)

循環式乾燥機 RSH315S(K社 )
貯留式乾燥機 SBD_3 ES(Y社)
運搬機 軽 トラック (750カ積 :グ レインタンク式)
13)刈取条件及び乾燥条件 :

に)品種 ササニシキ,収量 4472カ ,/10α
6)SR-2型 による土壌硬度  AX‐ 60区  253ヵ
/翻 (地下 0～ 15mの平均)HL3800区  20カ,/翻
16)作業面積 1511a: 米山町下小路生産組合 (30α 区

画)

0)作付条件 冬作休耕,夏作水稲
18)作業期間と作業可能降水量

19)使用プログラム 作業体系シミュレータVer 7 0
(農研センター開発)

3試 験 結 果

汎用型コンバインは刈り幅が 2πと広く,圃場作業量は

362● /hr,グ レインタンク式の自脱型コンバインの202

α/hrの17倍と高能率であった (表 2)。

圃場有効作業時間率は自脱型で643%(表 2),汎用型
で745%と汎用型の方が高かった。自脱型コンバインにお

ける旋回,後退の回数は刈り幅が汎用型に較べて狭いため

14倍多かった (表 1)。 参考値ではあるが自脱型の場合

にはコンバインが最初の旋回をするための 4隅の刈り取り

時間は汎用型に較べて22倍多くかかった (表 1)。

貯留式乾燥機は円筒形であり,張込量が多いことが考え

られる。張込可能容積は循環式乾燥機の19倍になる。張

込時重量は3.530カ 9,こ れを収穫した面積は8035″ であっ

た。これは循環式乾燥機の張込時重量の14倍であり,張

込可能な面積は16倍であった。

張込時の含水率は平均222%で あり,乾燥時間は貯留

表 1 刈取作業時間の比較 (昭和63年 :30× 100″
区画)

項   目
作業時間 (分 ) 作業行程数 (回 )

自脱型 汎用型 自脱型 汎用型

縦行程刈取

横行程刈取

隅 刈 取

40 58

7 45

9 08

3060
5,o
0 53

24

16

11

16

13

4

旋回・後退

移 動

収穫物積込

10 75

10 35

10 58

512
1 88

5 68

38

9

3

27

6

3

注 Rは圃場有効作業時間率 (実作業時間■圃場作業
時間)

型 式 刈取速度
(m/s)

実刈幅

(″ )

穀物の
含水率
(%)

わらの
含水率
(%)

汎用型

自脱型

0 73

073
19
13

22 2

22 45

700
78 0

型 式 供試重量
(核 )

供試面積
(′ )

充襲程度
(%)

送風温度
(C)

貯留式

循環式

3,530

2.593

8,035 0

5,070 0

70

100

表2 実データによる作業能率 (昭和63年 )
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R
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10α 当り
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(圧 )
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汎用型
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4' 72

88 80

37 03
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64 3

0 27
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搬
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前日 10
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表3 循環式乾燥機と貯留式乾燥機の乾燥性能

14 91

1491

1342
2 17

1 50

74
0 50

305 96

20 51

5432
905

表 5 シミュレーションによる処理面積 (昭和63年 )

体 系
一日の刈
取能 力
(α )

張込可
能面積
(α )

実作業

・ I  ttL
日 数

処理可
能面積
(a)

処理率

(%)

高度機械化

標 準 G
198 0

■00
200 0

200 0

6

6

1.186

660

79 0

44 0

循環式

乾 燥 時 間 (hr)

送 風 時 間 (hr)

加 熱 時 間 (hr)

放 置 時 間 (hr)

放 冷 時 間 (hr)

乾 減 水 分 率 (%)
毎時水分乾減率 (%/hr)
除 去 水 分 総 量 (″ )

毎時除去水分総量 (核 /hr)
張 込 全 時 間 (分 )
張 込 時 間 (分 /回 )
注 送風温度はSBD-3 ESが 40C,RSH-315Sが
56℃。

式では15hr,循環式乾燥機では18hrを要した。毎時乾減率

は貯留式乾燥機で050%と循環式乾爆機の045%よ り005
%高かった。常時温風通風しているため送風温度が低いに

も拘らずやや早く仕上がったと考えられる (表 3)。

前述の刈取・乾燥試験の結果から30α 区画での両体系の

機械の作業能率 (圃場作業効率),実作業率,作業人員を

推定し表 4に示した。日作業時間は水田作機械化の手弓|に

よる仙台の規定値から求めた。方法に示した条件のもとで

水稲の刈取・乾燥のシミュレーションを行った結果 ,自脱

型コンバインの一日の刈取能力は110′ ,循環式乾燥機の

張込可能面積は本年は収量が低いため200″ (2,593カ,×

表4 使用機械の作業条件

表 6 延作業時間と延労働時間 (昭和63年 )

作業時間 (hr) 労働時Fal(hr)

標準 高度機械化 標 準

刈

運

取

搬

32 7

132
22 1

328
23 7

39 5

503
155
44 2

505
279
7' 0

1574(1575
1 33

計

Oα 当り

680
1 03

96 0

081
1100(1100)
1 67

17'1

1791

1391

2 00

1 58

805
045
243 94

13 62

34 83

8 72

注 目脱型及び軽 トラックGは グレインタンク付き 1
回当りの運搬量は167α 分,張込に10分程度要する
ので運搬の作業回数は毎時 3回
乾燥機の日作業時間は乾燥時間を表す。乾燥機の
使用台数は床面積から逆算した。

4基)と多かった。標準体系ではコンバインの一日の刈取

面積が乾燥機の張込量を下回っており,コ ンバインの能力

注 労働時間の ( )内の数値は作業時間■実作業率
により作業毎に割り出した値 (手計算)。

が一日の刈取面積を決定している。これに対して,高度機

械化体系では汎用型コンバインの一日の刈取能力は193α

であり,貯留式乾燥機の張込可能面積とコンバインの刈取

能力がほぼ=致 している。乾燥機の張込容量が一日の収穫
面積を決定している。刈取可能な日は6日 ,乾燥機の乾燥

時間は貯留式で14hr,循環式で17hrで あり,翌日の作業に

はほとんど影響しないため,実作業日数は6日 であった。
したがって,標準体系では,昭和63年の処理可能面積は
660α ,高度機械化体系では1,186α となり高度機械化体

系の収穫能力は標準体系の約18倍であった。
10ι 当りの作業時間は標準体系で1 03hr,高度機械化体

系0 81hrであり,0 22hr短縮される。

4 ま

収穫の能率はコンパインの刈取能力と乾燥機の能力わ関

係する。乾燥時間が翌日のコンバインの作業時間を規制す

る。更にその地方毎の条件 ,日長による 1日 の刈取時間 ,

収穫適期,収穫期間中の降雨量が問題になる。これらと乾
燥状態が年間の収穫面積 (負担面積)を決定する。
汎用型コンバインの刈取能率362α /hr.貯留式乾燥機
の乾燥時間は15時間,日作業時間は8 4hr,収穫適期10月

8日～17日 ,米山町の降雨量とした場合のシミュレーショ
ンによる高度機械化体系の負担面積は1,186α ,10′ 当り

の作業時間は0 81hr,労働時間は1 33hrで あった。手計算

による値ともよく一致した。

作業 使用機械
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能率
(グhr)

1日作
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1

1
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2

1
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